
クラウド型サービスである「Goog l e 
Apps™ for Business」は、メールBOX
の容量が30GB*。 　容量を気にせず活用
できるので、ローカルディスクへの保存や
メールの整理が不要になりました。検索ス
ピードも速いので、古いメールの検索も瞬
時に行えます。
＊30GBはGoogle ドライブとあわせた容量です。

既存のメールサーバの老朽化や容量不足
により、メール送受信エラーが頻繁に発
生。必要なメールはローカルディスクに保
存するなど、日常的なメールの整理が必
要でした。保存したメールの検索にも時間
がかかり、効率の悪い状態でした。

「製造業のための創造業」を企業理念に、金属加工機械製造業で国内トップシェアを誇る株式会社アマダ（以下、アマダ）。アメリ
カ、ヨーロッパ、アジア、オセアニアなど世界に約90社のグループ企業を持つ同社は、国内既存メールサーバの老朽化をきっ
かけに、今後のさらなるグローバル展開を見据えて「Google Apps™ for Business」を同グループのグローバル・スタンダード
に設定。グループでのインフラ共有に取り組み始めました。

世界各国にグループ会社を持つ同社では、
海外拠点とのやり取りや海外出張などが頻
繁にあります。今後のさらなるグローバル
展開を見据え、グループ共通で使用できる
メールシステムを検討していました。



導入の概要と効果 世界中どこからでも情報交換が可能、世界のグループ会社で共通のツール利用が可能に

　現在、同社は国内外グループ全体で合計3,500のアカウントを発行しています。導入
が進んだきっかけは、2011年3月の東日本大震災。BCP（事業継続計画）として一気に
導入に踏み切りました。
　導入の効果について「とにかくメールの整理をしなくて済むようになったという声をよ
く聞きます」と大野氏。Gmail は１アカウントにつき30GB*  を利用可能なので、容量不
足でメールの送受信ができないといった従来の煩わしさはなくなりました。検索スピード
も速いので、1年、2年前の古いメールでもすぐに検索可能です。
　また、ヨーロッパから「展示会の様子の画像を送りたい」、作業現場で「機械や部品の
故障の状況を画像で報告したい」といった場合、Gmail なら世界中のどこからでもメー
ルに画像を添付し、スマートフォンから情報送信が可能など業務効果を実感していると
いいます。
　「Google Apps™ for Business」を使えば、世界中のグループ会社が、Gmail 、
Google カレンダー、Google ドライブなど同じツールを同じレベルで情報共有できるよ
うになります。「さらに導入が進めば、Google+ ハングアウト*  でTV会議、Google
Apps Scriptでカスタマイズなど機能をフル活用してさまざまなことが可能になる」と
大野氏は期待を込めます。

*  30GBはGoogle ドライブとあわせた容量です。
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2*  「Google+ ハングアウト」はソフトバンクテレコムのサポート範囲外です。

Business』は、グループ企業をつなぐシステムインフラになるのでは、と期待しています」
（大野氏）。

導入の背景

選択のポイント

既存メールシステム老朽化にともない、グローバルで使用できるメールシステムへのリプレイスを検討

IT資産を持たずに済むクラウドサービス型のメールシステムに着眼

　アマダは板金加工機械の分野で売上が世界シェアトップクラスの技術を持ち、世界に
約90社のグループ会社を有する日本を代表する金属加工機械の総合メーカです。
　同社は、メールシステムの老朽化という課題を抱えていました。既存のメールBOX
容量は60MB、個人フォルダは2GBと制限があり、すぐに容量オーバーになってメール
送受信ができない状況でした。パソコンのローカルディスクにメールを小まめに保存し容
量を空けるなど、日常的にメールを整理する必要がありました。パソコンの破損に備えた

バックアップやパソコン交換時の個人フォルダ移行などにも手間がかかっていました。
　「ユーザ数が増加していくにつれ、応答速度が落ちることもあり、設備に限界を感じて
いました」と語るのは、同社の大野実氏。特に出張の多い社員は、出張中にメールBOXの
整理ができないため、大きなメールを受け取るとメールの送受信ができなくなることが
あり問題になっていました。 

　そこで同社は、新しいメールシステムの導入を検討しました。今後のさらなるグローバ
ル展開も見据え、グループ全体で統一のシステムを利用できるクラウド型のメールシス
テムに着眼、同社が採用したのが「Google Apps™  for Business」でした。「これまで
各国でバラバラに運用してきましたが、各国で独自にサーバを持って管理すると、セキュ
リティレベルにも差が出てしまいリスクになります。『Google Apps™ for Business』
であればクラウド上で管理できるので、グループ内で一括して同レベルのセキュリティ施
策が可能なうえ、自社での運用管理負荷も減り、コストも削減できます」と大野氏は話し
ます。

　2010年より「Google Apps™ for Business」の導入を進めてきた同社でしたが、
2012年1月、既存の販売代理店からソフトバンクテレコムにリプレイスしました。既存の
販売代理店はサポート面に不満があったといいます。質問してもGoogle に問い合わせ
るだけなので、返答が来るまで何ヵ月も待つことがありました。「ソフトバンクテレコムは
エンジニアなど詳しいスタッフがいて、技術面でのノウハウもためている。質問をすれば
すぐに回答してくれます」と大野氏は評価します。


